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 ○本校の研修主題との関わり 

〈研修主題〉 

 集団や社会の中で仲間と共に 
  よりよく生活しようとする生徒の育成 
  
～終末における生徒自身の生活と結びつく発問を取り入れた 
                    道徳の授業実践を通して～ 
 

生徒にとって「自分事」となるような 

                道徳の授業づくり 



 ○本校の研修主題との関わり 

昨年度までの研修では･･･ 

  生徒の実態（ＨＵＭＡＮⅢ等）から、他者と良いかか
わりを持つために必要であると考えられる道徳的価値
に関する内容項目を重点項目と定め、「副読本」と「私
たちの道徳」などの「読み物資料」を活用した道徳の
授業を継続実践してきた。 

本年度も、「読み物資料」を中心とした 

           道徳の授業実践を行っている 



 ○本校の研修主題との関わり 

道徳教育推進教師による模擬授業 道徳の授業づくりに関する研修会 



 ○本校の研修主題との関わり 

本年度の主な手だて 

道徳の授業の終末に  

  「生徒自身の生活に結びつく発問」 
                  を取り入れること 

読み物資料 

生徒にとって客観的で 

「人間理解」や「価値
理解」、「他者理解」に
ついては深めやすい
が、「他人事」になって
しまう。 

資料から離れた 
「生徒自身の生活に結びつく発問」 

生徒が「自分事」ととらえること
で、「自己理解」を深めることが
できる。 



 ○本校の研修主題との関わり 
群馬県人権教育充実指針に示されている１１の重要課題 

 ①女性  ②子どもたち  ③高齢者   

 ④障がいのある人たち  ⑤同和問題   

 ⑥外国籍の人たち  ⑦ＨＩＶ感染者の人たち 

 ⑧ハンセン病元患者の人たち  ⑨犯罪被害者等 

 ⑩インターネット等による人権侵害 

 ⑪その他の人権問題 

生徒にとって必ずしも 

 身近でない課題もある 

終末の発問で、生徒
の生活と結びつける
ことで生徒にとって
「自分事」へ 



 ○本日の授業について 
   

  重要課題 道徳の内容項目 指導者 

１ 
年 

(4) 障がいのある人たち ２－(2)  思いやり 吉間 芽実 教諭 

(6) 外国籍の人たち ４－(10) 国際理解 中島 篤史 教諭 

２ 
年 

(10) インターネット等 
   による人権侵害 

４－(2)  公徳心 長谷川 直紀 教諭 

(4) 障がいのある人たち ４－(3)  公正・公平 稲垣 進也 教諭 

３ 
年 

(1)  女性 ２－(4)  男女理解 川島 久幸 教諭 

(2)  子どもたち ４－(3)  公正・公平 高島 広平 教諭 



 ○本日の授業について 

本日の授業の 

   読み物資料の選定について 

「人権教育推進資料」  

    （Ｈ２４ ３月 群馬県教育委員会） 
内の「学習指導要領との関連一覧表」と照 

らし合わせ、それぞれの重要課題と関連の 

ある道徳の内容項目をねらっている読み物 

資料を中心に選定。 



 ○本日の授業について 



 ○本日の授業について 

※本日の授業の視点について 

・道徳における「人権の重要課題」の扱 

 いや「人権教育で育てたい能力・態 

 度」について 

 

・「人権の重要課題」が生徒にとって「自 

 分事」になっていたか。 

 



 ○本日の授業について 

・道徳における「人権の重要課題」の扱
いや「人権教育で育てたい能力・態度」
について 

群馬県人権教育充実指針 

     （Ｈ１９ ３月 群馬県教育委員会） 
内 Ｐ３９～参照 

「人権教育で育てたい能力・態度」 
 

【感 性】 
【知 性】 
【技 能】 
【判断力】 
【実践力】（実践意欲・態度） 
 

道徳的実践力 
（心情・判断力・実践意欲と態度） 
 



 ○本日の授業について 

・「人権の重要課題」が生徒にとって「自 

 分事」になっていたか。 

○導入の発問･･･生徒自身の身近なところから価値 

           に迫る 

 

○終末の発問･･･資料から離れ、「生徒自身に返す」 


